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平成 29 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 平成 28 年８月３日に公表いたしました平成 29 年３月期第２四半期累計期間(平成 28 年４月１日～平成

28年９月 30日)の連結業績予想値と本日公表の実績値との差異、及び平成29年３月期通期(平成28年４

月１日～平成 29 年３月 31 日)の業績予想値の修正について、下記のとおり、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 29 年３月期 第２四半期累計期間 連結業績予想との差異 

 (1) 連結業績予想値と実績値の差異(平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

44,000 

百万円 

4,700 

百万円 

4,700 

百万円 

2,700 

円 銭 

13.55 

今回実績(B) 40,893 5,476 5,280 3,634 18.24 

増減額(B)－(A) △3,107 776 580 934  

増減率(％) △7.0 16.5 12.3 34.6  

(ご参考)前期第２四半期実績

(平成 28 年３月期第２四半期) 
43,808 5,634 5,697 2,684 13.48 

 

(2) 差異の理由 

 当第２四半期累計期間におきましては、円高の影響により売上高は伸長しませんでしたが、機能材

事業及び環境・ヘルス事業を中心に高付加価値品へのシフトとコスト削減により収益性が向上した結

果、営業利益、経常利益がそれぞれ前回予想を上回りました。また、上期に想定していた資産処分が



下期以降の見通しとなったため、親会社株主に帰属する四半期純利益が前回予想を上回りました。 

 

２．平成 29 年３月期 通期連結業績予想値の修正 

 (1) 連結業績予想値の修正(平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日) 

 

(2) 修正の理由 

  第２四半期累計期間の実績及び足元の業績動向を踏まえ、売上高は円高の影響で平成 28 年５

月 11 日及び平成 28 年８月３日に公表いたしました前回予想を下回る見込みですが、営業利益、

経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を上回る見込みであります。 

 

 

 ※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

89,000 

百万円 

10,000 

百万円 

10,000 

百万円 

5,700 

円 銭 

28.61 

今回修正予想(B) 83,000 10,800 10,500 6,000 30.12 

増減額(B)－(A) △6,000 800 500 300  

増減率(％) △6.7 8.0 5.0 5.2  

(ご参考)前期通期実績 

(平成 28 年３月期) 
86,199 10,893 10,974 5,598 28.10 


